
平成 21年 12 月 3 日 
第 58 回 番組審議委員会 議事録 
 
１．開催日時   平成 21年 11 月 19 日 
 
２．開催場所   株式会社 奈良シティエフエムコミュニケーションスﾞ 
 
３．委員総数   7 名 
         出席委員数 ７名  
          
出席委員の氏名  佐久間 重彰、寺尾 知子、葛原 のり子、滝 直子 

森 博子、内田 美子、藤丸 正明 
欠席委員の氏名   
 
放送局側出席者  大道 ラン、大上 薫 
 
４．議 事    ①番組審議 
         ②その他 
 
５．議事の概要 番組審議 試聴番組について説明 
〇「ＨＡＰＰＹ・クローバー 」 
毎月第３土曜日ＰＭ1７時から 18 時まで放送している生放送番組で、 
番組担当は 市民放送クラブです。市民放送クラブは、ならどっとＦＭがサポーター

を募集し、集まったメンバーが４つの部（スポーツ・観光・社会・子ども教育）に分

かれ、それぞれの分野から 市民の目線で情報を伝えます。今回は スポーツ・観光

部がお届けします。 
今回は 10月 17 日の放送分です。 

〇「ＷＡＫＥ ＵＰ ＮＡＲＡ 」 
毎週月曜日～木曜日朝７時３0 分から 10 時まで放送している生放送番組で、 
その中の木曜日のみのコーナー「山崎カナコ・奈良巡り“あいうえお”」 
内容は、パーソナリティ山崎カナコが奈良まほろばソムリエ検定 2 級の合格キッカケ
に より多くの奈良の歴史又は文化を知っていこうと県内の名勝・スポットを 
あいうえお順に取り上げて紹介していくものです。 
今回は 10月 22 日の放送分です。 

 
６．審議内容  番組審議 
（１）番組試聴 

委員よりの意見 



〇「ＨＡＰＰＹ・クローバー 」 
・ 地域のニュース番組を聞けるのは、この番組ならではだなぁと思いました。 
季節やその時の世の中の話題に合った番組内容にしたらリスナーも増える気がしまし

た。 
・ 最初のクライマックスシリーズの情報が鮮度がない。オリジナルな情報が加味されて

いなければ、ただの古い情報である。事前にどのように調べたのか、聞きたい。 
・  明瞭快活は MCで始まったリニューアル初の生放送。若者による司会進行、人生経験

豊かな熟年ならではの味わい深いレポート、世代を超えたメンバー、市民参加ならで

はの番組作りへの努力・工夫が随所に見られ放送ボランティアの皆様のこの番組に対

する愛情と意気込みを感じることができました。 
又、リアルタイムな情報も盛り込まれ、まさに地域の情報、発信基地としての FM放送
の面目躍如。「奈良公園の鹿」天然記念物の由来・ボーリング場の女性へのサービス・「ペ

タンコ」の紹介。他の地での「一期一会」の交わり等々、幅広い年齢層のリスナーに共

感し、喜んでいただいた事と思います。 
市民を代表しての情報発信、今後も更に更に質の高い番組作りをされますように次の放

送を楽しみにしています。 
・ スポーツの情報と観光の情報が交互にあったので、前半と後半に分けて、まとめて放送

してはどうかな・・・・と思いました。 
・ 奈良は宿が少ない、店が早く閉まると言われていますが、奈良は奈良らしく環境問題の

ことを考えて今のままでいいのでは？ 
  ボーリングのボールのノウハウ参考になりました。久しぶりに行ってみたいと思いま

した。 
・ ペタンコについては奈良でも活動されている方が多いのにびっくりしました。 

内容があっちへこっちへというふうだったので、聞いててしんどかったです。もう少

し構成などを考えてほしい。 
 

 
〇「WAKE  UP  NARA」 
・ とてもわかりやすい番組でした。法隆寺のことをなつかしく思い出しました。 
・ 法隆寺は何度も行きましたが、久世観音もたぶんお参りしたように思いますが、放送の

場合は字幕が出ないので、漢字を告げてもらえればわかりやすいと思います。 
歴史番組なのでまったりとした雰囲気なのかと思いきや、ハイスピードのバックミュー

ジックと はきはきした話し方のパーソナリティーだったので、話が頭の中に入ってき

やすかったです。 
・ 元気溌剌、朝の番組にふさわしい明るい声、山崎カナコさんによる世界一古い木造建築

にして世界遺産・法隆寺の紹介は平易な言葉でかつ丁寧な語り口。悠久の歴史、美しき

ものを育んで来た大和の歴史を今更ながら感じ興味深く聞かせていただきました。 
  郷土の歴史・文化を深く知り、連綿と続く時の歩みを次世代つなぎ伝えて行くことは、    



今、在る私たちの誇りと責務と言えましょう。 
  この番組がその一端を担い、役割を果たしていかれる事を期待しています。 
・ 女性パーソナリィティが奈良の魅力を正確に伝えることが出来ていない。 
あげた数字もあいまいで、素人の意味のない話しか聞こえなかった。 
話し手は柔らかな口調としっかりした軸をもって話さなければならないのではない

か？歴史は断面を話されても正確に理解することはできない。 
・ 短い時間の中で 内容のある番組だなと思いました。一度言われても聞き流してしまう

可能性が高いので 奈良の歴史、又は文化ということ 1300 年祭に向けて内容をホー
ムページに載せていただいてもいいような気がしました。 

 
 

７ 会社からの答申 
・ ご意見を今後の番組づくりの参考にさせていただきます。 
  奈良から素敵な放送が流れていることを 多くの方に知ってもらえると嬉しいです。 
  地元の方に愛されるラジオ局が定着しますように願います。 

 
８．審議機関の答申または、改善に対してとった処置およびその年月日 
       パーソナリティに対し、議事録の配布（1２月上旬予定） 
 
９．審議機関の答申または、意見を公表した場合におけるその公表内容、方法及び年月日 
       第 58 回番組審議委員会議事録は、事務所と一般見学者スペースに据置。 

また、当社ホームページ（http://www.nara.fm）にて、10 月上旬公表。 
 

10．その他参考となる事項 
         なし 


